
医療安全教育セミナ－2011年度冬期 

- 医療安全管理研修会  医療安全のためのリスクマネージメント実習編  - 

「ヒューマンファクター:  医療事故の原因探索方法と病院システム改善方法」 

 
会 場： 2012年1月31日(火)～2月2日(木) 

会 場： 東京大学医学部本郷キャンパス (定数330名) 

東京都文京区本郷7-3-1。地下鉄丸の内線本郷三丁目駅徒歩10分。東大赤門付近。 

主 催： 国際予防医学リスクマネージメント連盟 

 

 

受講対象者: 学会員、医療施設経営者、専従医療安全管理者、専任医療安全管理者、リスクマネージャー、医薬品安全管理者、医療機

器安全管理者、医師、歯科医師、看護師、薬剤師、臨床工学技士、放射線技師、臨床検査技師、医療事務関係者、医療産業界関係者、そ

の他。 

 

 

(趣旨) 本プログラムは、厚生労働省の診療報酬改定による「医療安全対策」として診療報酬申請に加算する際に、加算の対象となる2011 

年度の研修教科内容(年間40 時間以上)の1部にもなります。 

 

 

■ 講 義 ■ 2012年1月31日(火)午前9 時～午後5 時 

「RCA(根本原因分析法)のガイダンス」 
「FMEA(設計故障モード影響解析法)のガイダンス」 
「KYT(危険予知訓練法)のガイダンス」 
「Situation-Background-Assessment-Recommendation (SBAR) の医療安全への適用」 
 

■ 演習 (1) ■ 2012年2月1日(水)午前9時～午前12時  

危険予知訓練(KYT)演習 
(内容) KYT の方法を少人数グループで修得する。 

 
■ 演習 (2) ■ 2012年2月1日(水)午後1時～午後6時および2012年2月2日(木)午前9時～午後1時 

根本原因分析(RCA)演習 
(内容) RCA の方法を少人数グループで修得する。 

 

■ 演習 (3) ■ 2012年2月2日(木)午後2時～午後5時 

設計故障モード影響解析(FMEA)演習 
(内容) FMEA の方法を少人数グループで修得する。 

 

 

 
参加申込締め切り: 2012年1月23日 

 

定数(330名)になり次第、締め切ります。 

 

参加費は下記ホームページに掲載した申込書を 

ご覧ください。 

 医療安全教育セミナー2011年度冬期 
--医療安全管理研修会事務局 

 
国際予防医学リスクマネージメント連盟本部 

〒113-0033 東京都文京区本郷4-7-12-102 
〒113-0033 東京都文京区本郷4-36-2-103 
(Tel / Fax) 03-3817-6770 
(電子メール) urmpm-head@umin.net 

 

研修会ホームページ   http://www.urmpm.org/J/PatSafe2011Winter/ 

 


